
保護者負担経費に検討にかかるアンケート結果報告について（概略） 

１ アンケート概要 

（１）目的 

   保護者の生の声を聴き、検討委員会での議論および今後の方向性に反映させる

ため。 

（２）対象者 

市立小・中学校に通う児童・生徒の保護者でメール登録のある方 11,439 名 

（３）回答者数・回答率 

・回答者数 1,481 名（小学校：1,055 名・中学校：426 名） 

・回答率  12.9％（小学校：13.6％・中学校：11.6％） 

（４）実施方法・実施期間 

学校メール 平成２９年８月２５日～９月１日 

２ アンケート結果 

（１）負担をどう感じたか。 

   小学校では入学準備、運動着等、中学校ではジャージ等、修学旅行、 

教材費で負担を感じている割合が高い。 

小学校 中学校 

感じた 感じない 感じた 感じない 

教材費 ４４％ ３４％ ４９％ ２６％ 

新入学準備 ５１％ ２３％ ６３％ １８％ 

ジャージ等 ５０％ １０％ ７６％ １０％ 

修学旅行 ４８％ １７％ ６３％ １３％ 

卒業アルバム ３２％ ２９％ ３６％ ３６％ 

（２）見直し（検討）等を行うことをどう考えるか。 

   制服、ジャージ等、技能実技教材(柔道着・彫刻刀等)で、価格抑制を 

目的とした見直し・検討を必要と感じる割合が高い。 

小学校 中学校 

賛成 反対 賛成 反対 

技能実技教材 ７７％ ５％ ７４％ ７％ 

制服 ８４％ ２％ ８０％ ４％ 

ジャージ等 ８０％ ２％ ８１％ ２％ 

修学旅行 ６０％ ８％ ６６％ ４％ 

卒業アルバム ５８％ ６％ ５６％ ８％ 
※「感じた」・「賛成」には、どちらかといえば「感じた」・「賛成」を、 

     「感じない」・「反対」には、どちらかといえば「感じない」・「反対」を含む 

（３）制服の適正と思う価格について（※現在市内６校の平均額 70,276 円） 

  50,000 円未満が適正と感じる保護者が小学校で 67%、中学校で 65%となった。 

50,000 円未満 60,000 円未満 70,000 円未満 70,000 円以上

小学校 ６７％ ２５％ ５％ ３％ 

中学校 ６５％ ２５％ ４％ ６％ 

平成 29 年 10 月６日（金） 

教育委員会就学支援課 



 参 考  アンケートに寄せられた意見（意見の多かったもの） 

【教材費】 

  ・柔道着は学校で用意するか、レンタル希望、購入に不満（８３件） 

  ・彫刻刀を学校の備品として対応してほしい、購入に不満（６１件） 

  ・使用頻度の低いものや、学校でしか使わないものは学校で用意してほしい（７１件） 

  ・絵具や裁縫道具は、費用負担し、個人の所有とするべき（３８件） 

【制服】 

  ・制服が高いと感じる（１７５件） 

  ・ポロシャツ等の指定をやめて、ある程度自由に選べるようになるとよい（４６件） 

・リサイクルの充実を希望（２１件） 

・中学校の制服自体には賛成（３４件） 

・中学校の制服自体必要ない（９件） 

【ジャージ、運動着、上履き】 

  ・高い、複数枚購入は負担、価格の見直しを希望（１８２件） 

  ・選択肢があるとよい、市販の代用品を認めてほしい、ジャージは指定でよいが、運動着や

上履きは小学校のように自由でよい（７７件） 

  ・学年カラー、名前等の刺繍をやめてほしい（４８件） 

  ・デザイン、生地、機能性、質など見直しを希望（３９件） 

【修学旅行】 

  ・中学校の民泊（農業体験）自体に反対、民泊は不安（１５７件） 

  ・内容に見合っているならよい、質や安全性を下げるくらいなら今のままでよい（１２４件） 

  ・金額が高いと感じる、民泊なのに高い（７４件） 

【自由な意見】 

  ・保護者負担が減ることはありがたい、負担が軽減されれば他にまわすことができる(４０件) 

・使い道が透明化されれば負担も納得できる、負担に感じない（３４件） 

・適正な競争により価格が抑制されることを望む、競争で質の向上をしてほしい（２１件） 

・年間のスケジュールや集金額をあらかじめ知らせてほしい（１４件） 


